
経済建設常任委員会 

 

日時：令和８年２月17日（火） 

経済建設分科会終了後 

場所：第１委員会室 

 

１ 付託議案の審査 

○議案第６号 令和７年度島田市公共下水道事業会計補正予算（第３号） 

○認定第８号 市道路線の廃止について 

 

２ 所管課からの報告事項 

〇産業経済部 

内陸フロンティア推進課 

・牛尾山東地区工業用地（２－２区画）の立地企業選定方法について 

 ························································· 資料１ 

○観光文化部 

観光課 

・第２次島田市観光戦略プランの策定状況について ··············· 資料２ 

 

３ その他 
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市道路線の廃止について

議案頁

令和７年度島田市公共下水道事業会計補正予算（第３号）

令和

付託議案審査項目（経済建設常任委員会）

◎令和８年２月16日上程議案
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位 置 図

大井川 →

(市)横岡新田牛尾線
KADODE OOIGAWA

牛尾山地区

牛尾山東地区工業用地

堤間地区第２期工区

堤間地区第１期工区

島田金谷ＩＣ

ふじのくにフロンティア推進区域



 

 

第２次島田市観光戦略プランの策定状況について 

 

１ 改定の趣旨 

 「島田市観光戦略プラン」は、本市が有する豊富な地域資源を効果的・効率的に活

用する観光施策を推進し、「観光で稼ぐ」地域づくりの実現を目的に令和３年１月に

策定しました。 

 その後、本プランの推進を図る中で、令和７年 10 月に島田市観光協会が地域

DMO に登録されたほか、訪日外国人が過去最大を数えるなど、観光を巡る環境

は大きく変化しています。そういった中で、本プランの計画期間が満了を迎えるこ

とから、「観光で稼ぐ」地域づくりの更なる深化を図るため、現観光戦略プランに関

する課題や時代潮流等を踏まえ改定をします。 

 

２ これまでの経緯 

 ・庁内策定委員会             計３回開催（10 月･12 月･２月） 

 ・推進委員会（外部委員）               計２回開催（11 月･１月） 

 ・地域事業者とのオープンサロン           各エリアで２回開催(11 月・１月) 
  （島田駅周辺エリア、静岡空港周辺･賑わい交流拠点エリア、川根温泉周辺エリア） 

 

３ 前戦略プランからの変更点 

 ・経済波及効果など「観光で稼ぐ」を測る重要目標達成指標（KGI）を設定 

 ・基本戦略に「インバウンド施策の強化」を新たに位置づけ 

 ・宿泊者の獲得と観光消費額の増加に繋がる施策を位置づけ 

 ・「観光で稼ぐ」の主体である、地域事業者との連携を強化した推進体制の構築 

 

４ 第２次島田市観光戦略プランの概要 

（1）【目指す将来像】 初めて来ても懐かしく、何度来ても新しい島田 

(2)【観光戦略の推進における基本的方針】 

    ・EBPM とデジタルマーケティングを兼ね備えた観光施策の推進 

    ・DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

    ・消費機会の創出を目的とした地域事業者の育成 

    ・観光振興を通じた地域住民のシビックプライドの醸成 

    ・広域連携による効果的、効率的な観光振興策の推進 

    ・インバウンドの積極的・効果的な獲得 

    ・戦略プランの推進体制の構築 

（３）【計画期間】 令和８年度から令和 12 年度まで（５年間） 

(４)【基本戦略】 

     基本戦略Ⅰ 効果的・効率的な情報発信 

     基本戦略Ⅱ 消費を促す魅力的な商品の開発、流通促進 

     基本戦略Ⅲ 快適な旅のための環境整備 

     基本戦略Ⅳ インバウンド施策の強化（基本戦略Ⅰ～Ⅲ横断的） 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

 ・パブリック・コメント       令和８年２月 20 日から３月 23 日まで 

 ・庁内策定委員会          ３月下旬 

 ・推進委員会(外部委員)     ３月下旬 

 ・第２次島田市観光戦略プラン策定完了・公表  ４月中旬 

経済建設常任委員会資料 

令和８年２月 17 日 

観光文化部 観光課 



○島田市の観光交流客数の推移（年度別） ○県及び島田市の日帰り、宿泊の割合(令和6年度) ○国(2024年)、県(令和６年度) の消費単価

【将来像】
初めて来ても懐かしく、何度来ても新しい島田
～“ようこそ”と“ただいま”が呼応する大井川流域へ～

基本戦略Ⅲ 快適な旅のための環境整備
①観光地としてのデジタルシフトの推進
②回遊性を高める環境整備
③安全・安心な観光地域を目指す環境整備
④観光に携わる事業者・人材育成／活動支援

基本戦略Ⅳ インバウンド施策の強化
柱１ ターゲットの設定
柱２ 情報発信・マーケティング
柱３ コンテンツ整備と受入環境の整備

基本戦略Ⅰ 効果的・効率的な情報発信
①オンライン上での情報発信
②インフルエンサー等を使った情報の拡散
③旅行業者等とのリレーションシップの構築・活用
④啓発機会を捉えた観光プロモーション

基本戦略Ⅱ 消費を促す魅力的な商品開発、流通促進
①地域資源の発掘・磨き上げ
②観光資源を活用した商品開発
③イベント開催を通じた消費機会の創出
④魅力的な観光特産品の開発
➄観光商品の販売・流通促進

【基本戦略ごとにアクションプランを設定】
【アクションプラン推進体制】

【基本戦略】
基本戦略Ⅰ 効果的・効率的な情報発信
基本戦略Ⅱ 消費を促す魅力的な商品開発、流通促進
基本戦略Ⅲ 快適な旅のための環境整備
基本戦略Ⅳ インバウンド施策の強化

【基本理念】
○地域の事業者を育て、連携・支援し、観光コンテンツを充実させることで、滞
在率や再訪率を高め、消費機会の創出と拡大を図る。
○大井川に培われた歴史や文化、豊かな自然を未来につなぐとともに、地域資源
に新たな価値を付加することで地域ならではの魅力を磨き、ファン獲得を図る。
○市民にとっての暮らしやすさと訪客の過ごしやすさを両立させ、双方にとって
望ましい観光地域を創る。


